
・橋上駅舎及び南北自由通路の整備により北口側利用者の利便性・安全性が向上。駅乗降客数の増加も
見込まれる。

・JR中央線による地域分断感が緩和され、市役所庁舎等周辺施設から駅への移動時間の短縮が実現。

・周辺道路及びインフラ整備に伴う基盤整理により、計画区域内の宅地化率土地有効利用の促進が期待。

↑新駅舎と自由通路の状況


